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特
別
展

「
前
田
家
三
代
」
展

開
催
に
あ
た
っ
て

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
で
は
、

近
世
史
料
館
の
開
館
に
伴

い
、
広
く
所
蔵
史
料
に
接
し
て
い
た
だ
く
た
め
展
示
室
を
設

け
、
以
来
作
に
四

-
i
M
の
テ
1
マ
展
示
を
行
っ
て
ま
い
り

宇
品

?
レ

h
~
。

こ
の
中
で
、
昨
年
度
は
特
別
版
刷
と
し
て
、
「
ず
ど
も
読

書
作
」
を
記
念
し
て

『子
ど
も
の
た
め
の
金
沢
の
れ
き
し
民
』

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
特
別
展
と
し
て
「
前
同
・
家
三
代

加

越

能

文

庫
史
料
と
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
」
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

民
一不
内
容
は
、

前
田
利
家
・
利
長
・
利
常
の
三
代
に
ス
ポ

ッ

ト
を
あ
て
、

三
代
の
事
跡
を
辿
り
、
そ
の
雌
史
を
史
料
に

よ
っ
て
見
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

三
代
の
服
史
は
、
郷
土
の
附
史
の
中
で
城
ド
町
金
沢
が
挫

設
・
展
開
・
成
立
を
な
す
時
期
に
相
当
し
、

近
川
金
沢
の
幕

開
け
を
前
同
家
三
代
の
歴
史
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

従
来
、
展
示
資
料
は
近
世
史
料
館
と
い
う
性
格
上
文
書
が

中
心
と
な
り
、
こ
れ
が
展
示
の
上
で
も
特
徴
と
な
る
訳
で
す

が
、
文
世
史
料
の
み
で
は
親
し
み
に
く
い
こ
と
も
あ
り
、
山
川

川
家
三
代
の
間
像
な
ど
、
文
字
史
料
以
外
の
資
料
展
示
の
山

仙
も
考
慮
し
ま
し
た
。

当
館
所
蔵
の
文
字
史
料
以
外
の
資
料
に
つ

い
て
は
、
各
機

関
の
所
蔵
資
料
な
ら
び
に
個
人
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
、
各
位

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得
て
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
は
じ
め
、

資
料
の
借
用
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
芥
怖
に
対
し
、
心
よ
り

お
礼
巾
し
L
L

げ
ま
す
。

平
成
十
三
年
八
月

金
沢
市
立
玉
川
阿
書
館

近
川
刊
史
料
館

/
ヤ
J

2 

ま

え

だ

と

し

い

え

が

ぞ

う

前
間
利
家
画
像

山，i

紙
本
桃
色

付
一ド
時

代

卜

七

刊
紀

七
出
市
南
山
正
夫
術
品

円九

・
凶×

-一

・
虻

れ
川
県
七
回
山

長
齢
'
J

青
年
時
代
の
利
ー
一
本
内
像
と
し
て
唯

一
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
。

扇
子
を
持
ち
、
細
面
に
口
髭
を
蓄
え
鋭
い
限
た
し
の
面
持
ち
は
、

野
心
に
允
ち
た
打
き
戦
同
武
将
利
家
ら
し
い
粕
押
な
も
の
で

あ
る
。
肩
上
伏
紛
で
後
ろ
に
太
刀
を
な
て
掛
け
る
回
而
栴
成
は
、

戦
阿
武
将
の
円
像
阿
に
多
く
け
ん
ら
れ
る
。
こ
の
太
刀
と
脇
の
文

机
に
よ
り
、
IX武
山
辺
に
村
進
す
る
姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

f
A
T
目白明正

stsrh伶

、
古
惜

た
え
ゐ
同
会
誌
λ
t
d品
位
同
日

す
え
&
キ
柏
-一本
判
高

崎

i
q
n
よ
金
制
手
坪

畠
』A
W

輯
舟
悼
方
針
b

干

量
一一長
b
1
4
d
r

松崎

H
A千
走

持
え
桔
品

一
1議
会

身、

3 

ふ
じ
ん
そ
ん
ぞ
う

芳
春
夫
人
尊
像

1 

ま

え

だ

と

し

い

え

が

ぞ
う

前
田
利
家
画
像

1陥

紙
本
蒋
色

一女

t
桃
山

1
れ
戸
時
代
初
則

行
川
県
指
定
文
化
財

六
0
・0
×一
一八
・
o

-h川
県
金
沢
山

中
山
一本

ノ、

七
tlト
紀

現
存
す
る
利
家
の
州
像
の
中
で
も
特
に
著
名
な

も
の
で
、
戦
前
の
歴
史
教
科
占
に
も
符
場
し
た
。

出
川
鉢
紋
を
散
ら
し
た
羽
織
姿
で
脇
息
に
も
た
れ

か
か
る
ギ
ね
な
姿
、
リ
川
を
凡
加
え
る
お
だ
や
か
な

表
悩
な
ど
は
、
同
時
代
の
肖
像
の
山中
で
も
昨
を
抜

い
て
優
れ
て
お
り
、
そ
の
牛
.
き
砕
い
き
と
し
た
附
与

な
ど
か
ら
、
利
家
が
生
前
に
脅
か
れ
た
も
の
と
す

る
説
が
強
い
。

本
両
像
を
所
蔵
す
る
金
沢
市
中
山
家
の
先
祖
中

山
主
計
は
、
天
正

l
一
年
(
一
五
八
二
乙
豊
田
秀
仁
口
と

と
も
に
、
利
・
米
が
金
沢
城
に
入
城
す
る
に
際
し
先
導

役
を
勤
め
た
{
H
h

腰
(
現
金

μ)
の
有
力
者
で
あ
っ
た
。

い
相
本
内
色

篠
川
出
同
体
ハ
合
引
い

明
治
時
代

イ
九
吐
い
叫

七
八
一

一×凶
二
二

成
巽
附

明
治
二
卜
訂
作

(
一
八
九
今一
)
に
、
前
川
家
が
篠
原
探
谷
に
命
じ
て

模
写
し
た
、

利
家
犬
人
ガ
存
院
の
肖
像
州
。

版
本
は

μ川
岨
小金
沢
市
野
川
町
桃
宗
寺
が
所
脱
す
る
。
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ま

え

ど

ーと
し
つ
ね
が
そ
う

前
田
利
常
画
像

申吊

紙
本
白
色

1
「

巾
司
に

1
1
じ

H
U
-
-パ
ペ

H
u

f

f
-

-

-

i

J
1

1

 

0
三

一

x
川

八

八

ー

ー

ー
、
、

1

1

日
?
l

J
T
い川
U
M
J川
f
u
m
M
l
川

羽

刀

4
f
l

、

一 一一一'・ ・
、 4・ 4・ ・ ・ ・

と
し
な
が
こ
う
か
ぞ
う

利
長
公
画
像

4 

刊
州
本
佐
色

]

寸
山
司

t
而
引

l
t
仁
H
一
Ju--ヘ
H
IL

-
-
H
i
T
i

-
-
i
一

ノ

l
i

八
円
・

一×
三

二

五

福
山
県
高
岡
市
長
光
5

引
制
存
す
る
阿
像
の
少
な
い
前
川
利
長
肖

像
に
あ
っ
て
川
口
重
な
資
料
の

一
つ
で
あ
る
。

鮮
や
か
な
色
彩
の
火
山
魁
姿
で
凶
し
、
行

T
に

は
山
中小
川
が
州
か
れ
た
一
一応
を
ね
ち
、
物
鉢
紋

を
あ
し
ら
っ
た
怖
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
刷制

宮山に
J
Hl

き
込
ま
れ
た
御
簾
と
の
阿
刷
桝
成

に
も
似
眠
れ
た
作
品
と
い
え
る
。

長
充
当
に
は
、
利
長
犬
人
で
あ
る
本
以
院

の
乳
付
小
太
犬
が
嫁
い
で
お
り
、
そ
の
縁
に

よ
り
本
両
像
が
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

市
爪
出
印
刷
釘
で
仰
す
一
二
代
孫
、
ィ
前
川
利
常
の
州
品
開
。
山
県
的
で
は
あ
る
が
、
ど
っ
し
り
と
安
定
し

た
構
成
が
印
象
的
な
坐
像
で
あ
る
。

利
常
は
、
改
作
法
の
実
施
や
文
化
の
奨
励
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
れ
戸
城
の
修
築
や
領

内
社
寺
の
復
興
、
連
立
な
ど
様
々
な
建
築
に
対
し
で
も
積
極
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
耐
幅
が
伝
わ

る
川
谷
4

寸
も
利
常
が
佐
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

1 
畿
V

ゐ
竹
下
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一一
ヴ
f
F
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4L
Z
L吋
l

h
U
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げ

Y
E
凡
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め
川
内

HEat
-
よ

か
よ
え
か
ヱ
-
z
f
k
h
¥
ー
を

ι
彦
島
ち
ゅ
ν

凡
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X
Y
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、
う
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、4ri
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タ
キ
f
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え
十
り一一バ
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古
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ち
内
ー
す
勺
LJZ

Haa凡白内
同
砧
九

7
5
5
r、
n?'見
?
を
A
ヲ
令

市
V

山内

F-h
牧て
J
1-V
L
7
J
J

4
q
h

りは
λ
一
山中
，J問
、

fvm-

-
bよ
T
EC事
¥
L
A
W
t
みけ

F¥a
、
l
p

i
仰
弘子コ
矢

HA
V

マヤ』月
ほ
t
A
V
t

写
す

}
川
ゆ
町

r

h
三
川
崎
均
J

ぺ
e13
b
A
11

一二
時
む仏町、五
ML

す

4

均一
宅
・や
問
主
判
仇
・β
ゆ均、

配
一
弘
吉
、すん
4

海

¥・
みしホ

F

J
-

円
ふ
り
冷
zコ
り

M
mホ
I7

必.

一-拘
語
一等
、
乙
ユ
令
請

-u-u今、札

一
予四，
b
b
A~
い叩
位
、
ル
刊
で
?
叫
74

一
'勺

/ん
払

h
T
hr
T

乏
を
毒
?
?あ説
"す
九

6 

豊
臣
氏
四
大
老
連
署
状

(ー~ j)r 
~~腿)阿 ε紙
此相11

]"1 ，"→市
fFl " {r .< 
FT JP) 
i忠よL九
会丹
K1ハ 11
れ '-J1 1 
l則
文
庫

ag&抗
議
誤
認

今、
ブ
「
J

マ
;
t
a
を
γ

円

W
局
h

シ
仲
土
、らら
は
1
4
1

8
7
-
E下
「
そ
の
げL

-AムAゑ
£ム

T21188 
;;川、?

一一
附

五
大
老
の
う
ち
上
杉
呆
勝
を
除
く
州
大
老
か
ら
、
毛
利
占
成
以
下
朝
鮮

に
山
口
(
し
て
い
る
武
将
に
対
し
て
の
撤
返
桁
令
h
J

円
で
あ
る
。
L

知
名
の
武
将

名
か
ら
、

じ
軍
ま
で
の
派
兵
部
隊
の
う
ち
、
第
一一
-市
に
宛
て
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

ま

え

ど

と

し

い
え
き

し
よ
う
も
ん

前
岡
利
家
起
請
文

7 

)lJ) 

天
正
十
三
年
七日月
二
卜
八
ハ

二
八

O
X
八

一

五

(
財
)
前
山
育
徳
会
咋
経
問
文
一
陣

山
川
出
利
家
が
、
射
水
郡
阿
足
以
(
氷

見
市
)
の
菊
池
父
下
に
与
え
た
讐
紙
。

仏
々
成
政
と
の
合
戦
を
控
え
、
前

m家

に
内
応
し
た
菊
池
氏
に
対
す
る
処
巡
な

ど
を
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
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大
坂
冬
陣
図
解
風

六
州

一
双

紙
本
淡
彩

I
I
I
f
y

ぃ、
1

1
1
ι

、le
一パ】

、y
I
F
H
H
イ
l

l「
1
ノ
H
H
h
qホ

符

一
六

六

.

×
三
0
0

点
京
国
立
問
物
館

)L 

こ
の
扉
風
は
、

江
戸
時
代
後
期
の
桜
本
で
は
あ
る
が
、

冬
陣
肉
尻
風
と
し
て
は
現
存
す
る
唯
一
の
も
の
で
、
文

献
と
も
照
台
す
る
部
分
が
多
く
、
史
料
的
に
も
き
わ
め

て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

行
隻
で
は
、
む
手
に
徳
川
家
康
、
秀
巾
山
本
陣
が
、
左

手
に
大
以
城
呉
川
丸
が
拙
か
れ
て
お
り
、
キ
隻
で
は
、

L

人
坂
城
を
'中
心
に
天
満
折
、
京
縮
な
ど
が
捌
き
込
ま
れ

て
い
る
。

な
お
、
も
っ
と
も
激
戦
地
と
な
っ
た
呉
川
丸
正
而
に

は
、
pu
m
n
段
々
の
版
印
の
前
川
利
市
隊
が
陣
取
り
、

什州

大
な
被
与
を
受
け
な
が
ら
も
敵
地
に
乗
り
込
も
う
と

す
る
情
景
が
感
り
込
ま
れ
て
い
る
。

ーら， 
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ま
え
た
と
し
い
え
い
ん
も
つ

前
田
利
家
印
物

地]

H引
ν
打
机

(
ι
X
H
開
)
十

一月
一一
川

三

0
・
0
×
凶
七

O

館
蔵

判
鮮
山
口
(
に
伴
い
、
石
川
(
川
)
・
一
川
北
川
か
ら
徴
発
し

て
い
た
船
へ
の

T
間
百
支
払
い
を
中
し
渡
し
た
も
の
で
あ

る
。
川判
例
川
出
兵
は
、
成
長
三
作

(一

川
九
八
)
八
パ
十
八
日

の
秀
l

門
の
死
去
に
よ
っ
て
撤
巡
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
。
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度
長
四
作
(
一
五
九
九
)
同
一
二
月
二

口
利
家
が
没
し
た
。
こ
の
時
葬
儀
を
と

り
お
こ
な
っ
た
金
沢
宅
川
守
の
象
山
和

市
川
が
、
陪
肘
し
輸
向
泊
江
守
に
移
っ
て

い
る
。
羽町
E
h
作
門
パ
、
方
山
竹
院
が
こ
の

連
打
i

寸
に
l
r刊
の
上
地
を
冷
進
し
た
。

け
い
れ
存
院
は
同
年

μ
ハ
に
は
人
質
と
し

て
江
戸
に
'
川
か
う
こ
と
に
な
る
。

ー
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た

い

こ

う

ご

そ

う

そ

う

す

太
閤
御
葬
送
図

年
代
未
詳

一
五

O
×
一
九

館
蔵

O 

州
旦

E
秀
吉
は
慶
長
三
年

二

五
九
八
)

八
月
十
八

H
に
没
し
た
が
、
明
リ四
午
一一月

十
八

H
に
作
儀
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
て
お

り
、
利
家
も
五
百
人
を
従
え
参
列
し
て
い
る
。

葬
送
の
線
下
を
附
い
た
も
の
と
し
て
は
こ
の

凶
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

掛
り

F
J

足
利
止
す
配
凡
付

FJt
4i 

13 

海
賦
文
象
依
鏡

メ兄

*一江川|
京 ご 戸州
匡I. lI!i H 
立六 i~ 永
w x l'lij IEi 
物 一 則刊
印i:iL

o 
x 

O 

一礼一

Y
柿
爪
前
期
の
作
と
さ
れ
る
こ
の

鐙
は
、
真
嶋
酬
と
叙
を
使
い、

一恵
一恢
化
さ
れ

た
校
、
船
、
海
軍
な
ど
が
畝
め
こ
ま
れ
て

い
る
。
加
資
格
で
は
、
す
で
に
こ
の
頃
に

は
川限
れ
た
象
似
鐙
が
製
作
さ
れ
て
い
た
。

l2 

て

ん

ま

え

だ

と

し

い
之
九
々
く
よ
う
カ
た
び
り

伝
前
田
利
家
着
用
雌
子

年
代
本
詐

丈

一
円
五

O
×
桁
じ
0
・

o

h
川
県
令
沢
山

。
中
山
家

怖
L
j

と
は
裏
地
の
な
い
単
物
で
、
下

泊
と
し
て
も
使
刑
さ
れ
た
。
こ
の
雌
子

は
、
宮
腰
(
現
金
沢
市
金
石
)
の
豪
族

中
山
、
「
計
が
利
家
よ
り
拝
領
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
も
の
で
、
L

川
地
に
小
紋
を
染

め
出
し
、
彬
鉢
の
=
一
つ
紋
を
配
し
て
い

る
。
利
家
白
身
が
清
川
し
た
と
さ
れ
、

長
身
と
伝
わ
る
利
家
の
男
姿
を
想
像
さ

せ
る
大
振
り
の
作
り
と
な
っ
て
い
る
。
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問
叩

良
子
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事
国
間

思
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荒
子
城
祉
取
調
書

明
治
二
ー

一
年

前
山
家
制
相
方
編

一
一
一一

O
×

一
仁

館
成

一
問

。

明
治
二
|

一
作
に
前
川
家
編
制
万
に
よ
る
荒
示
以
枇
な
ど
の
制
汗

で
、
利
家
山
山
牛
地
と
さ
れ
る
荒
子
村
を
小
心
に
、
前
川
氏
の
発
M
N
地
と

さ
れ
る
前
川
村
や
下
ぷ

一
色
村
の
訓
育
も
合
ま
れ
て
い
る
。

本
凶
は
M

削h
J
H

什
凶
の

一
枚
で

「H
X
r
T
村
山
町
凶
」
の
泌
が
付
さ
れ
、

ν
」川

」
J

削
附
首
と
以
刈
の
位
山
関
係
と
共
に
、
助
十
日
間
川
口
座
敷
川

・
成
人
犀
政

川

-
旧
制
な
ど
が
凶
一ボ
さ
れ
て
い
る
。

15 

」
ん
し
ゅ
う
会
が
し
の
か
っ
せ
ん
の
ず

三
州
長
篠
合
戦
之
図

枚

館JL"1二
戯 01¥':
未
O詳
× 

八

。

天
止
ご
年

(
一
五
七
五
)
五
月
二
卜

一
口
、

三
河
設
楽

原
(
現
愛
知
県
)
に
お
け
る
織
凶
信
長
・
徳
川
家
康
迎
合

市
と
武
間
勝
頼
軍
と
の
戦
の
配
陣
凶
。
こ
の
戦
で
は
、
織

川
部
が
、
男
狐
で
知
ら
れ
た
武
川
騎
馬
市
川
に
対
し
、
眠
川

附
川
柳
を
設
け
、
鉄
砲
隊
に
よ
る
戦
術
を
採
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
武
出
町平
に
峻
滅
的
な
打
撃
を
ワ
え
た
。
鉄
砲
の
採
川

に
よ
り
、
新
し
い
合
戦
形
態
の
幕
開
け
と
な

っ
た
こ
と
で

有
名
な
合
戦
で
あ
る
。
利
家
は
こ
の
戦
に
お
い
て
鉄
砲
隊

を
指
揮
し
万
槍
の
戦
い
で
は
負
傷
を
し
て
い
る
。

~ 

v 
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加
州
浅
井
図
井
覚
書

枚

年
代
未
-訂

九
五

O
×
一
O
六

O

館
蔵

関
ケ
原
の
役
の
北
陸
版
と
も
い
う
べ
き
会
戦
の
ひ
と
つ
に
、

慶
長
五
年

二

六
O
O
)
の
浅
井
畷
の
合
戦
が
あ
っ
た
。

合
戦
は
、
大
型
守
城
の
山
口
氏
攻
略
を
果
た
し
た
前
旧
軍
が
、

金
沢
に
引
き
上
げ
る
途
中
、
丹
羽
氏
の
肘
城
小
松
付
近
を
通
行

す
る
際
に
勃
発
し
た
も
の
で
、
本
図
は
周
辺
の
位
置
関
係
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。

前
回
軍
は
大
型
寺
か
ら
月
津
、
御
幸
町
却
を
経
て
南
浅
井
へ
の

道
を
と
る
が
、
小
松
城
の
物
見
に
見
つ
か
り
合
戦
と
な

っ
た
。

現
存
、
浅
井
畷
十
日
戦
場
跡
に
は
こ
の
時
の
戦
没
者
の
墓
が
残

さ
れ
て
い
る
。

本
図
は
、
正
保
四
年
(
一
六
四
七
)
六
月
十
八
日
に
、
成
田

半
右
衛
門
が
作
成
し
た
も
の
の
写
。

A
V

銭
場
え
剖
回
世
間

坤
川
d
97
仏川
a

一
夜
。
川
河
浮

L4f
執
占

也
唯
夫
乍
草
刈
え
永
是
@
牢

型
企
え
止

珍
品
芸
品
世
兵
治
礼
拝

越
え
の
伊
州
村
局
ザ
ザ
J
B
P

ま
民
主
忽
山
p

u
q，高
成
品
別
損
五
島
袋

戸
山
員
三
効

相
場
金
品
れ
歩
み
効
相
Z
辛
一兆

師
品
盟
主
仰
舟
吋
キ
8
4円
安
執
必
時

h
q
'
都
品
戸
時
仕
仇
人
晶
品
目
乱

軍

高

台

骨

年

担

え

あ

1
A
SP
f布
団

搾
本
H
我
4
占
な

f
Z
A品
L
P
闘

止
訟
が
が
え
剖
袋
削
毛
日
前
史
ザ
ド域

白
川
事
昨

r
A
之
系
車
採
点J
摂

暢

革
命

hpZ
川
会主
也
去
す
井

明

守
ヰ
教
え
J

相
必
ず
方
明
抜
僚
と
izU1

伎

町

本
式
永
畑
占
J

崎
年
宇
卦
立
脚

由

主

活

主
す
え

H
b
袋
月
2
4
1執

闇

μ右
足

仇

4T北
日
一~v
r昨
今
山
似
士

一

段
今
一一
之
場
タ
ぬ
A
-
4
0
4闘
え
晴

晴

LZ承
認
止
柿
件
ま
降
車
景
品
伊

#
H事
え
苛
署
名
古

mam-
然
科
、
英

博
衛
生
お
ふ
去
判

ZA此
古
袋
暗
殺

到
Z
J可
苛
稗
部
惜
斑
可
&
減
ド
会
・

1
h
k
覗
今
乙
義
持
法
滋
主
謎
止

ム
吋
川
合
戦
議
吟
い
礼
子
主
努

事

ず

え
千
晴
船
主
叫
虫
州
帝
政
耕
倫
相
久
島
予

A
N

品
格
世
品
之
島

Ae守
考
え
J
d海

止
菅
与
e
q
-加
照
明
作
品
d
A
t
，A
晶

A
止
と
・4
戸
時
長
泉
仲
糸

f
ι

宅
建
・
品
九
戸

17 

関宮姉2
原f;JII ~ 

思し築E
gi瀬せ
之の巨
図ず議j

哩・・・回

双

有
沢
永
上
主
持
、
岡
野
瓶
厚
筆
画

元
禄
十
三
年

一
三
円

O
×
二
九
三

O

館
蔵

戦
国
史
に
名
を
残
す
四
つ
の
合
戦
に

つ
い
て
捕
か
れ
た
陣
立
て
尻
風
。

右
隻
に
は
、
姉
川
と
梁
瀬

(賎
ヶ
岳
)

の
戦
い
、

左
隻
に
は
長
激

(長
久
手
)

と
関
原
(
関
ケ
原
)
の
戦
い
が
附
か
れ

て
い
る
。

右
隻
中
梁
瀬
の
戦
い
で
は
、
前
田
又

左
衛
門

(
利
家
)
と
息
子
孫
四
郎
(
利

長
)
が
肉
中
尾
の
柴
出
勝
家
陣
近
く
の

仲むを
IY
り
、
柴
田
方
の
佐
久
間
玄
蕎
と

と
も
に
針
ヶ
浦
峠
に
布
陣
し
て
い
る
様

子
が
捕
か
れ
て
い
る
。

佐
久
間
軍
の
敗
走
後
、
前
田
軍
は
取

津
か
ら
木
目
峠
を
越
え
、
越
前
府
中
へ

返
却
し
た
。

兵
学
者
の
有
沢
、一氷
貞
が
軍
学
上
の
史

料
と
し
て
こ
の
扉
風
を
作
成
し
た
。
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お
お
さ
か
ふ
ゅ

の
ご
じ
ん
ず

大
坂
冬
御
陣
図
(部分

枚

館 一 年
蔵 二 代
三未
詳。
× 

O 

慶
長
十
九
年

ご

六

一
四
)
大
坂
城
冬
の
陣
に

お
け
る
陣
立
図
。
徳
川
方、

豊
臣
方
と
も
に
、
有

名
な
武
将
の
名
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
坂

城
の
二
つ
の
戦
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
史

料
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
陣
立
図
は
多
く

の
写
し
が
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
図
か
ら
も
、
前
田
利
常
が
真
出
丸
の
最
前

線
に
陣
取
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

枚

王 i;;;~<皆同J

察当世完封今

州事唱者正午

? 
まま
そ t子
ヨL4場原照司除去広

本
手
筑
前
守

18 

末
森
合
戦
図

動J

天
正
十
二
年
(
一
五
八
四
)

三
月
、
秀
吉
と
家
康
が
小
牧
長
久
手

で
街
炎
し
、
こ
の
合
戦
の
北
陸
版
と
し
て
、
能
登
の
末
森
城
(
現
押
水

町
)
に
お
い
て
佐
々
成
政
と
前
回
利
家
が
激
突
す
る
こ
と
に
な
る
。

ーや凶
は
合
戦
場
と
な

っ
た
末
森
城
の
各
郭
の
状
況
を
は
じ
め
と
し
て
、

前
出
軍
と
佐
々
軍
の
陣
取
り
の
模
様
が
拙
か
れ
て
い
る
。

こ
の
合
戦
で
利
家
を
送
り
出
す
ま

つ
、
末
森
城
を
守
る
奥
村
永一
祈
夫

妻
の
活
躍
が
、
後
生
物
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

品

唱

強

心
〆品別

ハ
T
ai
!

会
泊
朋

d
n
t

天
え
寺
毛

J
弘

，

H
1

5
・

A
JV

2
4
 '1 
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さ

勺

さ

な

り

ま

き

は
ん
も
つ

佐
々
成
政
判
物

通

折
紙
年
代
未
詳
十
月
二
卜
六
日

二

九

五

x
四

五

五

館
蔵

年
代

・内
容
と
も
に
未
苛
で
あ
る
が
、
選
前

で
の
陣
に
対
す
る
指
令
を
部
下
に
与
え
た
も

の
で
あ
る
。

な
お
木
史
料
は
、
新
山
山
の
も
の
で
今
後
の
考

察
が
必
要
で
あ
る
。

手
初優

ぷ
科
救

}ぬ

J

帆
添
え

t
f場
eeザ
2
2と
れ
秒
主
妙
、

パ五

/ 

20 

お

だ

の

ぶ

な
が
し
ゅ

い
ん
じ
よ
う

織
田
信
長
朱
印
状

巻

切
絞
紙

(天
正
九
作
)
十
月

-
H

一
五
五
×
七
三

科

(
財
)
前
凹
育
徳
会
内
吋
経
閣
文
庫

天
正
九
年
二
五
八

二

八

月

に
織
田
信
長
は
、

利
家
に
能
登

一
回
を
与
え
て
い
る
が
、
本
史
料
は
、

こ
れ
を
受
け
て
旧
領
越
前
府
巾
の
城
等
を
引
き
渡

し
、
安
子
共
に
能
登
に
移
る
よ
う
命
じ
た
も
の
。

府
中
は
符
田町
長
頼
の
領
地
と
な
る
が
、
こ
の
年
十

一
月
に
は
前
出
利
長
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

持
21 

ま
え
ど
と
し
い
え
い
ん
む
つ

前
田
利
家
印
物

ill1 

館 一主 眼
蔵九主紙

五上
×一
作目)

一十

0)-1 

1-' 

天
正
十
二
年

(
一
五
八
四
)
九
月
に

越
中
の
佐
々
成
政
が
能
登
に
侵
入
し
、

末
森
の
合
戦
に
お
い
て
、
前
回
軍
が
一

凶
の
勝
利
を
収
め
た
。
し
か
し
こ
れ
で

成
政
と
の
対
決
が
決
着
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
石
動
山
付
近
の
荒
山
で
ふ
た

た
び
戦
っ
て
い
る
。
本
史
料
は
そ
の
時

の
軍
配
備
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

す
れ
r
i

JVA
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ま
え
だ
と
し
な
が
し
よ
じ
よ
う

前
田
利
長
書
状

24 

折
紙(
腹
長
五
年
)
八
月
五
円

三
円
・
五
×
五

一

O

館
蔵

一

2
1
2

Q
f
s
多
-a-

お一砂
ド

ゆ
主
{
み
ゐ
綿

糸

tt
w治
昧
千
九

按
?
?
受
4

点
字
¥

ちか
虚
て
わ

-PE

t
F9
供
え

ほ
診
i
ド
ヲ
え

さ凶内、
Z
L

大
勝
(
期
王
)
寺
城
攻
め
後
、
前
田
利
長
が
官
官
回
定
吉
に
攻
め

取
っ
た
同
城
の
塀
柵
等
の
普
請
の
た
め
滞
留
の
旨
を
伝
え
て

い
る
も
の
。

同
年
十
月
大
聖
寺
を
含
め
た
江
沼
・
能
美
郡
は
利
長
の
所
領

と
な
り
、
大
型
寺
城
に
は
城
代
と
し
て
太
田
長
知
を
置
い
た
。

兵

4
k
l季、
.
t
f
!

系
的
久
、
ヴ
T
Y
L
L伎

を
ザ
ャ
り

3

f
d喝、、例
j
t
ノり念

ザ
タ
ヤ
ー
率
、
す
ゐ

6
3
v
?
:〉
ヤ
ム

h
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ま
え
ど
と
し

い
え
い
ん
も
つ

前
田
利
家
印
物

jJlj 

r
 -冬
場

館 ニヲコ7折
蔵九孟紙

五士
×一主ド
四 )
五
十

五月

日

史
料
幻
と
同
様
、
末
森
合
戦
の

後
の
前
田
仏
々
両
軍
の
緊
張
状

態
を
示
す
も
の
で
、
越
中
の
船
が

能
登
大
呑

(七
尾
市
)
の
海
岸
に

漂
泊
し
た
の

に
対
す
る
処
理
を
命

じ
た
も
の
で
あ
る
。

25 

前
田
利
政
書
状

通

館 二 ~折
蔵九管紙

三疋

五五 f
年X'"'-

里八
ハ月

Oハ
[J 

高
由回
定
士
口
よ
り
出
さ
れ
た
大
聖

寺
戦
落
着
を
祝
う
報
に
対
す
る
、

前
田
利
政
の
返
報
で
あ
る
。
利
政

軍
も
参
戦
し
て
お
り
、
同
軍
に
手

負
い
が
思
い
の
ほ
か
多
か
っ
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
。

利
政
は
こ

の
直
後
、
関
ケ
原
に

赴
か
ず
、
能
登
の
領
地
を
没
収
さ

れ
て
い
る
。



写
真
掲
載
史
料
釈
文

6

(慶
長
三
年
)
九
月
五
日

豊
臣
氏
四
大
老
連
署
状

以
」二

態
以
飛
脚
令
申
候

一
、
御
無
事
之
儀

(
“
川
正
)

最
前
加
藤
主
計

加茄手

芸常的
」 日一

品5て
難可

制 2
H 同

苛 被

何
ぷ
手

仰
山
候、

雌
然

前
ニ
て
成
共
、
可
被
相
済
之
島
候
条

急
度
相
調
候
様
二
、
御
才
覚
肝

要
候
、
不
可
有
由
断
依
事

一
、
御
無
事
之
様
子
、
朝
鮮
王
子

相
越
候
へ
ハ
尤
候
、
不
相
越
候
共
、
御
調
物
ニ
て

，川
，被
相
究
候
、
日
本
御
外
聞
迄
候
問

御
調
物
多
少
之
段
者
不
入
事
候
問
、

各
相
談
候
て
、
可
然
之
様
ニ
可
被
相
究
候
事

一
、
冬
中
ニ
此
方
へ
被
得

御
意
儀
も
、

は
か
行
間
敷
候
問
、
不
及
御
伺

可
被
相
済
候
、
御
無
事
と
被

仰
出
候

上
有、

御
調
物
に
で
も
、

王
子
に
で
も

世11
相
調
可
被
十11
究

M 害
問山可J

様芹
被斗

一
、
各
迎
舟
之
儀
、

仰
付
候

新
般
百
般
、
其
外
諸
浦
之
舟
弐

百
般
、
都
合
三
百
般
、
迫
々
被
差
遣
候
事

一
徳
川
家
康
二
毛
利
)
(
宇
持
多
)
[
博
]

一
、

内

府

輝

元

秀
家
、
五
土
手
勝
多

下
向
候
而
、
各
帰
朝
之
儀
可
申
付
之
巾

候
処
、

浅先
型f 述
~ìi\ 1ミ慮
正JI3j主 人
少、数

粥然不
111j 入

イl 安宅之
IJI 芸型は!
?台三半完
音i雇相u 被
ぺ}'申
拘 Jt

下大

関

両
三
人
被
選
之
候
、
其
方
様
子
ニ
よ
り
、

1酋渡
追海
々候
可 W
L>. ν 

申寂共

i凡呼→
，山、 "ロi
々 主士
号福
百談
之
~ 
自

候

(
毛
利
)

輝
元
(
花
押
)

(
円
十
持
田
)

秀

家

(
化
押
)

(
前
回
)

利
家
(
花
押
)

家
康

(
H

化
抑
)

(
吉
成
)

毛
利
告
岐
守
殿

(
元
極
)

高
橋
九
郎
殿

(
長
毎
)

相
良
宮
内
太
輔
殿

[束
]
(
祐
兵
一

伊
膝
民
部
太
輔
殿

(明
ω
剛一と

嶋
津

X
七
郎
殿

秋
月
三
郎
殿

(
成
長
三
年
)

九
月
五
円

7 

天
正
十
三
年
七
月
二
十
八
日

前
田
利
家
起
請
文

口茄
口杢 今
口1度天
間]此罰
敷方 起
候へ請
同文
心 之
口届事
口三
口
口言
口哲
無

万
一
表
裏
候
布
、

申
顕
可
及
断
候
、
街
忠
節
を
い
た
つ
ら

成
候
前
、
父
子
三
人
切
腹
為
卒
中
間
般
市甲

一
、
以
書
付
申
談
知
/
竹
・刀
之
事
、
以
来
共
相
違

遺 有
候間
共 I紋
事

:丘

方縦
へ知
申 行
談方
候御
知 音|
方存策

主性被
及]

佐11

ほ陸rr

れまn
候行
者さ
せ
右可
ニ申
如事
申
談付

f~ 白
当茄 然
同釘此
急11調
度)儀

戦扇、 か
さ]秀翁〉

せ 育き へ
可様可
上p 御昨l
事 判 事
形

縦
時
日
延
j!矢

1頁

(
阿
児
城
)

一
、
共
方
居
城

以
来
共
相
違
有
閑
敷
候
事

付
、
其
方
法
体
之
儀
候
問
、

如
此
問
、
私
宅

可
湯扇被
山主居
か~事

守扇
山主
か 1.11'

両
所
一
二
所
可
申
談
事
、

省
之
条
々
、
若
珍
偽
者
、
上
有一
党
天

・
帝

釈
、
下
四
大
天
王
、
惣
而
H
本
凶
中
大
小
神

月祇
光
目立

拐亦分
者3愛
氏 半;
神
各 FI
1ml! 111 
剖・
催八
家幡
大

ノλ ヨ?:-， ~.ニ』

生薩

FI 
光

に
て
ハ
白
痴

・
黒
瀬
病
受
、
来
世
ニ
て
ハ
無

問
ニ
可
堕
罪
者
也
、

仇
起
請
文
如
件
、前
足
在
(
血
判
)

利
家

(
花
押
)

天
正
十
三
年
七
月
廿
八
日

(
泊
池
右
衛
門
入
道
陣
倣
)

菊
右
入
道
殿

(
M
U
)
 

同
十
六
郎
殿

御
宿
所

9

(文
禄
)
十
二
月
三
日

前
田
利
家
印
物

以
上

去
年
名
護
屋
へ

相
詰
候
船
方
共

て
ま
ち
ん
の
中

(
力
)

七
っ
き
斗
五
拾

表
ツ
〉
ニ
相
定

出
候
、
右
如
約
束

令
算
用
{
E
敷

可
相
済
候
也

十
二
月
三
日

利
家
(
印

li 
y可
河
北

惣
き
も
入
中

叩

(慶
長
五
年
)
四
月
十
日

芳
香
院
寄
進
状

の
と
わ
し
ま
れ
ん
こ
う
寺
、
ふ
る
や
し
き

目

し
ん
や
し
き
も
ん
せ
ん
二
け
ん
と
も
に

た
か
廿
ひ
や
う
物
成
七
ひ
や
う
は
、
わ
れ

き
し
ん
申
候
ま
〉
さ
う
い
あ
る
ま
し
き
候

き
や
う
ち
ゃ
う
五
年
四
月
イ
口

10 

慶
長
五
年
四
月
一
一
十
六
日

芳
香
院
寄
進
状

返
々
さ
を
い

あ
る
ま
し
く
候

一
ふ
て
申
候

そ
の
て
ら

や
し
き

も
ん
せ
んけ

ん

と
、
も
にま

へよ
り

申
つ
け
候」

ト
」
ノ
¥

さ
を
い
候
ま
じ
き

と
の
事

大
く
わ
ん
し
ゅ

此
文
ミ
せ

ら
れ
候
へ
く
仮
(
印
文
「
福
寿
」

(
黒
印
)

四
月
廿
六
日

(
LM

見
書

れ
ん
こ
う
じ

は
う
し
ゅ
ん
い
ん

(
H

十
月
高
院
)

(花
押
)
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猶 空
々 ハ
正

陥去
巾百13
其 巴 ム

万 白

日

織
田
信
長
朱
印
状

要
書
並
下
々
私

宅
共
、
加
熱
呉
儀
入

念
仮
て

可
相

波
候
事
、
川
安
依
也

同
(
方
事
、
能
登
回

並
々
知
行
年
巾
付
候

条
、
越
前
回
遣
ぷ

九Jミ知
右塑行
{知事
門者
保f
ニ菅
申屋
付
候

可

成
共
立
候
、
出
」
作
所

務
之
儀
折
、
同
(Jh可

巾
付
候
、
向
来
年

可
相
波
候
、
次
妻
子
之

儀
、
急
反
共
同
へ

可
引
越
候
、
不
可
由
断
候
、

為
立
(
九
有
衛
門
尉
、
五
{一

μJ 越
JlX 前
/'AH 近
)-J '!'心口
二位 向 差
fiii 11一口長 越
111 也3候
又羽信日
たき長2
1m _ポ
門;;jミι
応、I I:~ ii( 
殿)こ

21 

(
天
正
十
二
年
)
十
一
月
十
一
日

前
回
利
家
印
物

石
動
山
喬
手
之
次
第

~ 

小
問時
膝
卜
郎

鉄
胞
け
五
挺

但
必
十
郎
内

番

ラノ
L
ド
-
r
h
日
制
円

1
4ム

キ
ノ

プ
μ
F
n
l
組

鉄
焔
十
挺

七
郎
兵
衛
殿
之
内

23 

(
天
正
十
二
年
)
十
一
月
三
日

番

長五
意互郎
兵
衛
殿

従
越
中
か
い
そ
く

IJ3 
番

ふ
ね
風
一

一お
ち
候
て

山
口
次
右
衛
門

大
の
ミ
わ
き
と
申

五
番

伊
膝
勝
兵
衛

在
所
へ
ふ
き
こ
ミ
仮
出

木
村
作
布
衛
門

七
ッ
時
分
注
進
候
由

但
雌
十
郎
内

巾
来
候
、
何
と
て
人
数

喬

小
嶋
新
丘
(術
組

鉄
州
地
卜
挺

お
ろ
さ
す
候
、
其
書
付

五
郎
兵
衛
殿
之
内

五
ツ
時
分
二
見
候
て
者
よ
り

以
上

人
数
申
付
遺
候
、
其
方

有

てコ
| れ
ー も
月 卜
| 日
一 番
目無
(合併1
印芸怠
~- 可

被

相J
勤
者
也

て
つ
は
う
の
者
下
可

申
候
、
謹
一再

22 

X
左

(
印
文「
利
一本
」)

十

一
月
三

H

利
家

(印
)

(日
間
)

れ
門
木
議
け
凶
郎
と
の

{防
車
)

大
屋
助
兵
制
問
と
の

十
月
二
十
六
日

佐
々
成
政
判
物

共
表
敵
方
税
収
之

様
了
念
を
入
間
屈

可相飛
被~意腕l
i主主得越
条候候
越、事

前定委
人 lfu 細
数回万

率 一 )

m
(慶
長
五
年
)
八
月
五
日

(
山
地
主
円
)

一向
品
一れ
見
守
殿
」

令
布
陣
事
候
へ
持

以
上

有
之
間
制
服
候
鰍
今
少
々

大
勝
寺
ど
城
責

事
候
h

端末
日仏
不
及
中
候

果
に
付
州
為
御

什斗(許
番
に
不
可
有

見
舞
示
承
之
事

油
断
候
、
恐
々
謹
一一二日

祝
着
之
至
候
、
当
城

十
月
|才

H 

成
政
(
花
押
)

損
申
塀
柵
之
杭
H

河
地
助
二
郎
殿

請
申
付
一
一
付
山
滞

河
地
三
円
郎
殿

印川
候
事
候
、
愛
許
之

大
野
源

l
殿

有 {義
之可
者 心
得予安
芯、 ~ 11長
J.IJ 替
fis 
T 

一
川
地
三
蔵
殿

前
田
利
家
印
物

前
田
利
長
書
状

(
次
)

申
候
、
路
路
も
不
自
由
之

由
候
間
切
々
人
遣
も
御

無
川
候
、
但
差
当
事
候
者

可
被
申
越
候
、
恐
々
謹
言

八
月
五

H

利
長

(
花
抑

25 

八
月
六
日

前
田
利
政
書
状

以
上

大
禦
十
寸
落
語

付
岬
軍
之
使
礼

満
足
申
存
知
之
外

半
泌
桐
済
申
候

然
共
技
哨
寸
之
手
之

者
忠
之
外
ニ
千
を

お
い
中
候
、
何
様
向
是

可
申
伎
、
恐
々
設
言

孫
四

八
月
六
円

利
政
(
花
押

古
同
白
石
見
入
道
殿



出

I=l 
日目

借 l目

称用 |録
資

料

2120191817161514131211 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1曹
τラー

名

前
田
利
家
画
像

前
回
利
家
画
像
複
製

伝
前
田
利
家
着
用
雌
子

芳
春
院
寄
進
状

芳
春
院
寄
進
状

前
出
利
常
安
堵
状

利
長
公
画
像

前

m利
春
闘
像
等

豊
臣
氏
聞
大
老
連
署
状

織
田
信
長
朱
印
状

佐
々
成
政
判
物
(
越
前
人
数
ニ
付
)

前
回
利
家
起
詩
文

伝
芳
春
夫
人
親
筆
達
熔
図

末
森
城
模
型

芳
春
夫
人
尊
像

末
森
陣
之
図
[
天
正
十
二
年
]

大
坂
冬
陣
図
扉
風
[
慶
長
十
九
年
]

海
賦
文
象
限
銃
一

獅
子
文
象
飯
鐙

鎧亀
甲
繋
紋
鐙

作

成

年

代

安
土
桃
山

i
江
戸
時
代
初
期

明
治
時
代

未
詳
慶
長
五
年
四
月
十
日

(
慶
長
五
年
)
四
月
二
十
六

H

元
利
凶
年
十
月
二
十
八

H

江
戸
時
代
前
期

未
詳
(
慶
長
三
年
)
九
月
五
日

(
天
正
九
年
)
十
月
二
日

十
月
二
十
六
日

天
正
十
三
年
七
月
二
十
八
日

未
詳
伝
元
保
年
間

明
治
二
十
五
年

明
治
二
十
五
年

江
一戸
時
代

江
戸
時
代

江
戸
時
代

伝
戦
国
時
代

江
戸
時
代
前
期

館

蔵

史

料

〈

文

書

〉

名

称

前
回
利
家
印
物
(
越
中
海
賊
船
ニ
付
巾
付
)

前
田
利
家
印
物
(
石
動
山
番
手
之
次
第
)

横
山
長
知
申
付
状
(
武
者
舟
相
調
ニ
付
)

前
回
利
家
印
物

前
田
利
長
室
円
状
(
大
聖
寺
城
責
果
之
御
見
舞
ニ
付
)

前
間
利
政
書
状
(
大
山
王
寺
落
靖
之
報
知
ニ
付
)

前
回
利
常
朱
印
状

前
田
利
長
判
物
(
資
材
、
百
姓
し
ま
り
等
ニ
付
)

大
坂
夏
之
陣
前
夜
平
野
き
わ
書
状

利
長
様
高
岡
ニ
テ
御
逝
去
之
節
御
番
目
之
写
[
山
嵐
長
十
六
年
五
月
十
五
H]

革
命
四
戦
図
断

大
坂
御
陣
首
帳
井
討
死
交
名
帳

東
邸
沿
革
図
諮

尾
張
英
傑
画
伝

荒
子
城
社
取
調
書

熱
出
川
一
線
氏
系
図

御
墓
誌
等

芳
春
院
等
書
翰
写

393837363534333231 302928272625242322育
下7

作

成

者

等

未
詳
未到附
未
詳
花
押
(
芳
香
院
)

は
う
し
ゅ
ん
い
ん
(
芳
春
院
)
↓
れ
ん
こ
う
じ
(
蓮
江
寺
)

松
平
筑
前
守
利
光
(
利
常
)
↓
鳳
気
至
郡
蓮
江
守

未
詳

ル
L
PI'
リ

I
t
1

3
雪
ロ

(毛
利
)
縦
一苅
他
三
名
↓
毛
利
壱
岐
守
(
吉
成
)
他
五
名

(織
田
)
信
長

i
前
旧
又
左
衛
門
尉
(
利
家
)

(
佐
々
)
成
政
↓
河
地
助
二
郎
他
三
名

前
又
左
利
家
↓
菊
有
入
道
(
菊
池
有
衛
門
入
道
禅
徹
)
・
同
十
六
郎
(
安
信
)

伝
芳
春
院
筆

未
詳
篠
原
探
谷
筆

柳
場
平
友
輔
筆

未
詳
加
州
住
永
国
作

加
州
住
高
次
作

未
詳
加
州
小
松
住
氏
家
作

作

成

年

代

(
天
正
十
二
年

)1
一
月
三
日

(
天
正
十
二
年
)十

一
月
十

一
日

(
し

X
禄
)
七
月
二
十
九
日

(
文
禄
)
十
二
月
三
日

(
慶
長
五
年
)
八
月
五
日

(
慶
長
五
年
)
八
月
六
日

慶
長
十
八
年
九
月
二
日

(
慶
長
)
九
月
二
十
八
日

(
元
和
元
年
)
五
月
六
日

延
宝

1
元
禄
頃
写

元
禄
十
三
年

明
和
三
年

文
政
六
年

嘉
永
五
年

明
治
二
十

一
年

明
治
二
十
四
年
写

明
治
年
間

明
治
年
間

リ
ヘ
乙
ノ
包
己
、

官
甘
川

向
日
べ

紙
本
著
色

紙
本
者
色

聯
子
切
紙
折
紙
折
紙
絹
本
著
色

写
真
折
紙
切
統
紙

折
紙
続
紙
紙
本
墨
書

檎
製
絹
本
著
色

絹
本
著
色

紙
本
淡
彩

鐙鐙鎧鐙
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内
は
内
容
年
代

量

方

六
0
・
0
×
三
八
・
0

六
0
・O
×
三
八
・O

L

叫ん

一
四
主
・

O
×
桁
七

0
・0

三
一二
・五
×
二
二
・
五

三
五
・O
×
五

0
・五

四
0
・
五
×
五
七
・
汽

八
四
・

二
×
二
一三
-五

三
四
-
h
×
五
一

O

一
五
・五
×
七
三

五

二
九・
五
×
凶
五
・五

二
八・

O
×
八

一
五

一
O
七
・
O
×
四
七
・
九

三
九
・
凹
×
三
円
・
七
×

一

七
八
-二
×
内
二
・二

一
凶

一
七

×
五
五
・
一

一
六
六
二

×
三
0
0
・九

二
二
・六
×

二
九

O
×
二
六

O

一
二・
九
×

二
八

O
×
二
五

五

二
二
・
O
×
二
八・

O
×
二
四・

0

編

著

者

等

(

差

出

↓

宛

名

)

(
前
回
)
又
左
利
家
↓
青
木
善
四
郎
(信
照
)
・大
屋
助
兵
衛
(勝
重
)

印
(
「
利
家
」)

横
大
勝
長
知
(
横
山
大
路
長
知
)
↓
高
石
州
(
高
白
石
見
守
定
吉
)

(
前
回
)
利
家
↓
石
川
河
北
惣
き
も
入
中

(
前
回
)
利
長
↓
高
畠
石
見
守
(
定
士口
)

(前
出
)
孫
凹
利
政
↓
高
畠
石
見
入
道
(
定
士口)

筑
前
守
利
光
(
利
常
)
↓
加
州
国
中
在
々
肝
煎
惣
一白
姓
中

花
押
(
前
田
利
長
)
↓
(
高
畠
)
石
見
(
定
士
口
)
他
二
名

平
野
き
わ

i
半
三

肥
前
守
利
長
↓
前
回
対
応
(
長
種
)
他
凶
十
六
名
、
十
寸
岡
与
兵
衛
写

有
沢
永
貞
撰

政
在
筆

原
田
京
周
著

春
江
小
田
切
忠
近
編
・画

前
田
家
編
輯
方
編

前
出
家
編
輯
方
写

前
田
家
編
輯
方
写

前
田
家
編
輯
方
写

袋袋袋袋~!、袋袋袋袋折竪竪折折折折竪折
形
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内
は
推
定
年
代
を
示
す

一一一一六二一一一一一一一凹一一一一一一一 円
双領双 双曲 幅帽 基 幅通 巻幅枚幅述通通領幅幅貝

数
双

方

量

二
九
・
五
×
四
五
・
五

二
九
・
五
×
四
三
一・
O

二
九・

O
×
四
六
・五

三
0
・
O
×
四
七
・O

三
四・

五
×
五

一・

0

二
九
・五
×
四
六
・O

三
九
・五
×
五
六
・五

三
四・

O
×
五
一

・
O

二
五
・
O
×
三
六
・五

二
五
・
O
×
一
八
・五

二
三
・
O
×
一
六
・五

二
0
・
五
×
一

4
・0

二
七・

O
×
一
八
・五

一
八
・
五
×
二

一・五

二
三

O
×
一
七
・0

二
三
・
O
×
一
七
・
O

二
二一
・
O
×
一
六
・五

二
五
・O
×
一
八
・五

所

蔵

金
沢
市
中
山
家

金
沢
市
中
山
家

金
沢
市
中
山
家

輪
島
市
蓮
江
寺

輪
島
市
蓮
江
寺

輪
島
市
蓮
江
寺

高
附
市
長
光
寺

じ
尾
市
長
齢
寺

前
凶
育
徳
会
尊
経
閑
文
庫

前
回
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

金
沢
市
河
地
家

前
田
宮
内
徳
会
尊
経
開
文
庫

前
回
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫

前
田
有
徳
会
尊
経
閤
文
庫

成
巽
閣

成
巽
閣

東
京
国
立
博
物
館

東
京
同
立
博
物
館

東
京
国
立
博
物
館

穴
中小町
一脈
山人
民
俗
史
料
館

金
沢
卯
辰
山
工
芸
工
房

一一一一一二一一一一一一一一一一一一員
数

請
求
番
号

高
由
曲
家
文
需

高白
間家
文
書

高
畠
家
文
書
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d
l
l
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書
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書

判
明
内

I

L
I
--
に
J
I
l
l
内
ぺ

υ
n
U
7
f

茸
町

一

V

n
u
l--
n
v
M円
F

d

高
畠
家
文
書

広
U

巧

i
l
l

っ白

1
4
q
d
l
l
Q
d
 

E
U
・
ワ
t
l
l
A
性

2

i

1

ょ

っμ

6

1
111
ゅ

t
l

o
o
--t
m
4
 

P
0

1
よ

3
1

1
よ

戸

D
J
1
0
6

6
・
OD--沼

1ょ

1ょ

ド
トμ

幻
・
2

初

pb

つ
戸
l
ヴ

I

1
よ

1
よ

1よ

P0

1
ょ
l
l
R
d

司

B
A

q
ペ
υ

口同
d

6

2
|
沼

Ei--
ドム

6
・7
1
1
O

'
i

1
よ

司

1



61605958575655545352515049484746454443424140雪
'J 

名

称

明
良
洪
範
抄

松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂

J

削
同
利
常
朱
印
状

玉
泉
院
侍
女
小
太
夫
千
編
奉
書

高
徳
公
戦
功
記
[天
文
二
十

1
慶
長
五
年
]

利
家
公
御
室
円
写
[
天
正
十
二
年
九
月
十
二
日
]

前
回
利
長
主
円
筒
U
寸
[
(
天
正
十
二
年
)
九
月
十
九

H
]

村
井
又
兵
衛
知
行
宛
行
状
与
[
天
正
十
三
年
二
月
二
十
八
日
]

前
出
利
長
持
峨
写
[
(
天
正
卜
三
年
)
二
月
二
十
九
日
]

利
家
公
御
書
写
[
(
天
慌
卜
三
年
)
四
月
二
十
日
]

武
戯
困
越
生
報
恩
寺
禁
札
U
寸
[
天
正
十
八
作
h
月
]

利
家
卿
逃
許
[
附成
長
門
年
三
月
二
十
一

一H
]

東
路
記
有
一
同
制
批
御
記
[
慶
長
七
年
九
月
]

関
同
出
合
戦
前
後
退
翰
[
慶
長
十
三
年
]

利
長
公
御
迫
害
之
写
[
慶
長
十
六
年
五
月
|
五
日
]

大
坂
冬
陣
加
陽

H
記
[
慶
長
十
九
年
]

菅
家
之
御
系
凶
[
寛
永
十
八
年
十

一
月
二
卜
二
日
]

前
田
利
長
吉
状
[
正
月
六
日
]

豊
太
閤
与
尚
徳
公
書
翰
(
複
製
)
[
内
月
八
け
]

古
戦
一
覧

荒
下
府
中
衆
家
制
大
阪
二
役
等
戦
ル
ル
姓
名

祖
宗
輩
抑
抑
制

〈
絵

、

〉

名

称

加
州
金
沢
城
肉
「諮
問
肘
城
之
図
集
」

姉
川

梁
瀬
・長
瀬
関
原
州
戦
場
之
図

浅
井
縄
手
小
林
秀
備
等
翠
所
之
図

末
森
合
戦
図
[天
正
十
二
年
]

大
坂
夏
の
陣
関
[慶
長
二
十
年
]

大
堅
守
戦
陣
取
図
[
慶
長
引
年
]

加
賀
因
山
谷
守
境
内
真
景

辰
巳
用
水
見
取
阿

名
設
犀
・
岐
川
r-
大
町
・
凶
ケ
胤
・長
浜
・
敦
賀
地
LM
凶
P
J

三
州
長
篠
合
戦
之
凶
[
人
夜
三
年
]

江
州
志
津
ケ
徹
地
埋
山
崎
肉
[
天
正
十

一
年
]

肥
前
名
前
屋
城
陣
収
図
[
』
X
M
m
之
役
]

加
州
浅
井
図
井
覚
書
[
山
嵐
長
五
年
]

大
坂
冬
陣
l

ぷ
図
[
慶
長
十
九
年
]

大
坂
冬
御
陣
図
[慶
長
十
九
年
]

大
坂
夏
御
陣
之
図
[慶
長
二
十
年
]

太
閤
御
葬
送
図

高
徳
院
端
能
院
石
寵
井
墓
関

野
間
山
放
天
徳
院
御
墓
所
関

加
賀
務
社
寺
建
築
凶
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1c 

作

元
禄
五
年

未
詳
寛
政
六
年

文
政
十
一

年
半

天
保
十
四
年
'
与

溺
政
則

明
治
三
十
七
年
四
月
卜
八
日
発
行

昭
和
六
年
三
月

4
A叶
デ一

n

↓4
2
一"

4
4
F
n
 

未
詳
未
詳
未
詳
未
詳
未
詳
未
訂
未
計
未
詐
未
計

成

年

編

著

者

等

(

差

出
↓
宛
名
)

真
出
増
誉
著
、
前
田
家
編
闘
方
写

森
田
平
次
編

(
前
回
)
利
光
(
利
常
)
↓
金
森
壱
岐
・西
村
蔵
人

小
太
夫
・千
福
↓
能
州
石
動
火
之
宮
坊

未
詳
(
前
回
)
利
家
↓
千
秋
主
殿
助
(
範
同
日
)

(前
出
)
孫
四
郎
利
勝

(利
長
)
↓
千
秋
下
一殿
助
(
範
昌
)

(前
出
)
利
家
↓
村
井
又
兵
衛
尉
(
長
頼
)

(，
削
凶
)
係
四
郎
利
勝
(
利
長
)
↓
村
井
V
〈
兵
衛
(
長
頼
)

(

J

刷
出
)利
家
↓
奥
村
助
心
衛
門
(
永
福
)
・
千
秋
主
殿
助
(
純
門
)

筑
前
守
(
利
家
)
↓
武
蔵
国
越
生
報
恩
」
寸

(リ
山
川
)
ち
く
せ
ん
利
家
↓
羽
柴
肥
前

γ
(利
一長
)

米
詳
有
沢
永
円
一
編

羽
柴
肥
前
守
利
長
↓
松
平
筑
前
守
(
利
常
)
、
前
田
刈
馬
守
(
長
種
)
他

未
詳
未
詳
び
(
羽
柴
肥
前
川
寸
利
長
)
↓
長
兵
へ

(
豊
臣
)
秀
士
門
↓
は
ん
く
わ
い
(
奨
噌
)
ち
く
せ
ん
(
リ
削
凹
利
家
)

風
一
詠
亭
、
七
人
編

未
詳
未
詳
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編

ト行
沢、
水
・里
行

ト何沢、水
a
豆
諸
、
阿
野
温
厚
筆
阿

未
詳
河
野
文
太
郎
写

河
野
淡
水
(
通
義
)
F
r

未
訂
今
村
弥
三
出
発
行

金
沢
市
立
凶
書
館
P
J

一¥
ι
卜

r

t
A
白
百

未
四日
川

水
詳
未
詳
未
詳
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詳
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詳
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詳
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詳
未
詳
木
詳
未
詳

者

i咋

匂ケ
マJ戸

山;;1/;問 4晶、"，--，; "，";;;-;7/，;司'司'- .--r1/.引引 ;;'i;; J..-.ムノ弓

喜左言語zzzzzz Z Z Z品Zz zzz z形
向民

袋横ーウ竪 袋袋袋袋袋続竪 折折切折折袋竪竪袋袋 m
綴帳枚真紙綴綴綴綴綴紙紙紙紙続紙紙綴紙紙綴綴πノ
-1¥複 紙 態
!仮製

方

量

二
四

O
×
一
七

五

二
三

五
×

一
七・

O

三
三

O
×
五
四
・O

三
六
・O
×
五
二
・
五

二
五
・O
×
一
九

O

一
七
・
五
×
四

0
・
0

二
八
・O
×
三
九
・
方

一
五

O
×
四
六
・
五

三
0
・
O
×
四
六
・

0

一
七
・五
×
四

0
・0

三
二

・0
×
四
六

-o

二
凶
・O
x
二
六
四
-五

二
三
・O
×
一
七
・
0

二
二

・
バ
×
一
七
・
五

二
八
・
O
×一

九
・
五

二二
一・
五
×

一
七

五

二
四
・五
×

一
八

O

一二
六
・五
×
五
三
一
五

一
七

O
×
五
二
・0

三
三

五
×

州
四
・五

一
二

O
×
一
八・

O

二
七

O
×
一
九・

0

方

量

二
八
・
O
×
四

一

O

一
三
四
・O
×
二
九
三

O

二
五
・

O
×
三
七

O

三
六・

O
×
五
二

・0

一
O
四
・O
×
一
七
六

O

三
六
・O
×
九
」ハ・

O

七
二
・
O
×
四
九
・

O

二
八・

O
×
九

一
五
・O

八
三
・O
×
二
八
0
・0

九
0
・O
×
六
八
・0

四
円

-
b
×
六
h
・五

=二O
×一

O
九・

O

九
五
・

O
×
一
O
六

・
O

五
四

O
×
四

0
・0

一
二
三

O
×
一
一
一
・0

八
O

O
×
一
一
六
・0

二
五

O
×
一
九
・
O

五
八

O
×
七
四
・
0

三
四

-h
×
四
六
・
五

二
四

-h
×
六
h
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O
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あ

カミ

発』

と

特
別
展
「
前
田
家
三
代
」
開
催
に
あ
た
り
、
東
京
閏
立
博
物
館
、
財

川
法
人
前
町
内
他
会
か
ら
全
面
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
多
く
の
機
関
の
皆
さ
ま
に
資
料
提
供
、
選
定
の

ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
H

方
朽
を
記
し
、

M
M
く
お
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。

(
敬
称
略

・
五
十
音
順
)

京
京
国
立
博
物
館

池

山

去

、

神

民

信

手

、

救

仁

郷

秀

明
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